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【論文の概要】 

 

新型コロナウイルス感染症（COVID-19）では、血栓症を高率に合併する事が報告されている。

その中でも特に、肺塞栓症を含めた静脈血栓塞栓症（VTE）の発症およびその管理が大きな問題

となっている。諸外国からは、ICU 入院の重症の患者等を中心に、非常に高い VTE 合併率が報告

されており、さらに、非 ICU 入院の軽症・中等症の患者でも一定の VTE 合併率が報告されている。

近年アジア諸国でもVTE罹患率は上昇傾向と考えられているが、従来、VTEは人種差の大きい病

気とも考えられており、日本を含めたアジア諸国では比較的稀な病気と考えられていた。COVID-

19 と VTE 発症に関しては、海外では、様々な観察研究からの報告に加えて、前向きのランダム化

比較試験が続々と開始されつつある。一方で、日本の COVID-19 患者での VTE に関する詳細な

調査は限られている状況であった。 

 

これまでに、日本の COVID-19 患者に於ける VTE/血栓症を対象とした大規模な 2 つのアンケ

ート調査（日本静脈学会・肺塞栓症研究会による合同のアンケート調査 １、日本血栓止血学会・日

本動脈硬化学会・厚生労働省研究班による合同アンケート調査 ２）が報告されている。これらのアン

ケート調査からは、現在日本では、VTE と「診断」され臨床的に VTE と認知されている症例の割合

は、諸外国から報告されている割合と比較すると、全体としてはかなり低率であり、一方で重症例で

は相応数の症例が存在する可能性が示唆された。しかしながら、これらはアンケート調査を用いた

研究であり、その詳細は不明な部分も多く、日本では本当に発症率が低いのか、それとも未診断

症例（under-diagnosis）の存在が多いのか、その詳細は不明であった。そこで、画像診断症例を対

象にした COVID-19 症例の VTE 発症の実態を正確に調査するレジストリ研究が、今回実施され

た。 

 

本研究は、日本静脈学会および肺塞栓症研究会の有志による「日本での VTE と COVID-19 の



実態調査タスクフォース」によって実施された医師主導の多施設共同の後ろ向き観察研究である。

全参加 22 施設の中で、PCR 検査により COVID-19 と確定診断された症例の中で、胸部を含む造

影 CT 検査を実施された患者が対象となった。総数 1236 例の COVID-19 症例の中で、造影 CT

検査が実施された症例は 45 例（3.6%）であった。全体の中で、28 例（62%）の患者では、VTE 発症

を疑って造影 CT 撮像されたが、一方で残りの患者は別目的での撮像であった。45 例の内、VTE

を認めたのは 10 例であり、COVID-19 の重症度別では、軽症例：0%、中等症例：11.8%、重症例：

40.0%であった。また、VTE 発症例は、非発症例と比較して、高体重/BMI（81.6 vs. 64.0 kg、26.9 vs. 

23.2 kg/m2）であり、人工呼吸器やECMOを要する様な重症例の割合が有意に高かった（80.0% vs. 

34.3%）。一方で、VTE 発症例と非発症例で退院時の生存割合には有意な差を認めなかった

（80.0% vs. 88.6%）。 

（文献より） 

 

 COVID-19 症例として、30 例（66.7%）の患者には、抗凝固薬が投与されていた。その内訳は、

46.7%の患者が予防用量による未分画ヘパリン、30.0%の患者が治療用量による未分画ヘパリン、

13.3%の患者が低分子ヘパリンであった。ＶＴＥ発症例に於いて、入院からＶＴＥ診断までの日数の

中央値は 18日であり、50.0%の患者は ICU 入室中に診断されたが、一方で 50%の患者は一般病棟

入室中に診断されていた。8 症例に肺塞栓症を認めたが、それらの全ては、肺塞栓症の重症度と

しては全て軽症例であった。また、全体の患者に於いて、11 例（11.1%）に大出血イベントを認めて

いた。 



 

 本研究により、以下の事が明らかとなった。１）日本の現在の実臨床では、COVID-19 症例に造

影 CT 検査が実施される事はかなり少数である。２）COVID-19 の軽症例では、VTE 発症は一例も

認めなかったが、一方で重症例では VTE 発症率は、比較的高率であった。３）VTE 発症例では、

肥満やCOVID-19重症例の割合が多かった。４）VTE発症例と非発症例で、生存退院の割合には

有意差を認めず、肺塞栓症の重症度としては全て軽症例であった。 

 

 実際の現場では、医療従事者への感染伝播・重症例での人工呼吸器やECMO管理下での患者

移動の困難さを含めて、造影 CT 撮像は容易ではないことが示唆されるが、一方で肺塞栓症を含

めた VTE 発症例では、血栓症としての異なる治療方針の考慮が必要となり、経過より VTE 発症を

疑う症例では適切に画像診断を実施する事も重要な事と考えられた。また、COVID-19 症例での

高い血栓症の発症リスクを考慮して、予防的な抗凝固療法が実施されることも多いと考えられるが、

造影 CT 検査にて漏れなく評価された症例でも、軽症例では、VTE 発症がかなり稀である可能性

が示唆され、一方で重症例では一定の発症リスクがある可能性が考えられたため、COVID-19 重

症度に加えて、個々の患者での VTE 発症リスクに応じて、抗凝固療法の実施を検討する事が重要

と考えられた。現在、海外では、予防的な抗凝固療法の実施に関して、適切な対象患者、抗凝固

療法の種類と強度、および投与期間などを検討する様々な報告が相次いでいるが、日本の現場で

も、どのように対応すべきか議論を進めていくことが重要と考えられる。 

 

 本研究に、善意での多大なる御協力を頂いたタスクフォースの皆様に心から御礼を申し上げると

ともに、本研究結果が、実際の現場で COVID-19 診療に日夜御尽力されている医療従事者の方

に少しでも一助となる事を切に願っております。 
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